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～いそひよログハウス完成に寄せて～ 

待ちに待ったログハウスが完成し、７月１９日の落成式に参加させて頂きました。立教女学院の関係者、

聖公会の方々、工事関係者の方々やいそひよのメンバー、地元の方々と共に、おもちゃ図書館のメンバー

も喜びの輪に入れて頂きました。何と当日の落成式を行う司祭様は私と同じ浦和からみえたのでした。南

三陸の町で、復興を願う人々の様々なご縁を感じる事となりました。復興の道は険しく、まだまだの中で、

一筋の希望のような気が致しました。街の方が集える素敵な場所です。ホッとできるおもちゃ図書館その

もののような「くつろぐはうす」温かな絆を今以上に育む場所となりますことを願ってやみません。 

                      おもちゃの図書館全国連絡会 世話人代表 小泉康代 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

      ログハウス完成にあたって 

 

東日本大震災から三年半が経過し、かつての街は

大量の土で嵩上げられて往時の佇まいが消えてしま

いました。そして緑の山々が住宅建築のための造成

工事で切り開かれている変化を見るにつけ、複雑な

想いに日々かられます。 

施設、おもちゃ、本などを失い、もう一度集まれ

るのかさえ危惧していた頃から、多くの皆様から応

援、支援、協力を頂きどれだけ救われたか知れませ

ん。 

 7 月 19 日、比較的被害の少なかった入谷地区に、

立教女学院ならびに PTA、関係者の方々によるご寄

付を賜り、素晴らしい施設が完成いたしました。 

ログハウス工法の素敵な空間は、単なるおもちゃの

図書館常設館だけではなく、被災住民および応援ボ

ランティアの方々が寛げる場であってほしいとの想

いもあり、『くつろぐはうす』と命名しました。南

三陸町も、そこに暮らす私たちもまだまだ落ち着か

ない状況ですが、この『くつろぐはうす』での活動

を引き続き見守って頂けると幸いです。 

 

南三陸町おもちゃの図書館いそひよ  

代表  鈴木清美 

 

 

 

 

全国の皆さまからお寄せいただいた支援

金の一部を寄付させていただきました！ 
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[障がいのある子もない子も一緒に遊んでいるおもちゃ図書館の事例をご紹介します] 
 
☆☆グリーンローズおもちゃライブラリー （秋田県秋田市） 
 

グリーンローズには 0歳から中学生までの聴こえやことば、コミュニケーションにお手伝いが必要な親子が通

って来ています。私達のおもちゃ図書館は同一敷地内に 0 歳からの保育園と 3 歳からの地域の私立幼稚園があり、

発達にお手伝いの必要な子ども達もこの保育園で一緒に過ごしています。昭和 58 年にグリーンローズおもちゃラ

イブラリーがオープンした時には、発達に配慮が必要で通園している子ども達だけが遊びの場として活用してい

ました。しかし同じ敷地内では「共に育つ」を保育目標に掲げていましたので、近くに遊ぶ場、人がいない、転

勤家族で地域の育児サークルに参加しにくいなどの家族の声を聞いて、オープン 3年目からは、「家の外で遊ぶ

機会が少ない子どもさんは誰でもご家族とどうぞ遊びに来て下さい。」としました。 

月に２回のグリーンローズでのオープンの他、年に二回程度の児童館等へ出かけたり、外へ出かけてゆけない

長期入院中の子ども達にも楽しいおもちゃをと総合病院小児科病棟へも出かけています。おもちゃや遊びに関心

の乏しい子ども達と関わって子どもが笑顔をみせてくれると嬉しくなります。笑顔をつないでくれるのがおもち

ゃ。皆が気軽に参加できるよう楽しめる様、細かな約束事は作っていません。おもちゃの取り合いもありますが、

遊びの様子をみながら危険な場面では随時声かけ等の配慮をしています。他の子の遊びを見ているだけの子もい

ますが、同じ場所で自由におもちゃを選んで遊んだり見たりはとても大切な経験になってゆくのではと考えてい

ます。 

１歳半検診の後、専門施設をすすめられる家族の中には受診をためらわれる方もいらっしゃいます。保健師さ

ん等にすすめられて、子どもと一緒におもちゃで遊ぶことで、他の子どもとのかかわりや遊びの様子から、同一

敷地内の施設で相談を希望されるご家族くやちょっとした育児の悩みなどを話してくださったり、ご家族同士の

付き合いができてきたり・・・ご家族にとってもゆったりとできる場になっています。 

子ども達一人一人が家族の中、地域の中で健やかに育ってゆけるようなお手伝いをおもちゃライブラリーにか

かわっている大人一同心がけています。（代表 片桐貞子） 

おもちゃ図書館は「障がいのある子にも豊かな遊びを！」の願いからスタートしました。ボランティ

ア活動としてのおもちゃ図書館が日本で始まって約 30 年。現在、障がいのあるお子さんたちは、幼児

期から児童ディや特別支援学校、また一般の保育園、幼稚園、小中学校、また習い事や余暇活動の場と

様々なサービスや支援を受けられるようになりました。  

そんな時代の中で、おもちゃ図書館の果たす役割は？他の子育て支援サービスや福祉サービスと違う

点は？・・・それはいくつか挙げられると思いますが、中でも「自由に遊びに来ることが出来る場所」

そして「障がいのある子もない子も一緒に遊べる場所」という点はとても大きな特徴だと言えます。た

とえ障がいのあるお子さんのみを対象としているおもちゃ図書館であったとしても『社会の中で障がい

のある子もない子も共に育つ』の気持ちは変わらないことだと思います。 

 実際に「障がいのある子もない子もともに」の実践事例の中から、おもちゃ図書館の意味合い、かか

わるボランティアの姿勢、利用する方々の様子など考えてみたいと思います。 

  

障がいのある子にどう

接したらいいのかしら 
上手く一緒に遊べるかしら？ 
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グリーンローズおもちゃライブラリー 

グリーンローズには 0歳から中学生までの聴こえやことば、コミュニケーションにお手

伝いが必要な親子が通って来ています。私達のおもちゃ図書館は同一敷地内に 0歳から

の保育園と 3歳からの地域の私立幼稚園があり、発達にお手伝いの必要な子ども達もこ

の保育園で一緒に過ごしています。 

昭和 58年にグリーンローズおもちゃライブラリーがオープンした時には、発達に配慮

が必要で通園している子ども達だけが遊びの場として活用していました。しかし同じ敷

地内では「共に育つ」を保育目標に掲げていましたので、近くに遊ぶ場、人がいない、

転勤家族で地域の育児サークルに参加しにくいなどの家族の声を聞いて、オープン 3年

目からは、「家の外で遊ぶ機会が少ない子どもさんは誰でもご家族とどうぞ遊びに来て

下さい。」としました。 

月に２回のグリーンローズでのオープンの他、年に二回程度の児童館等へ出かけたり、

外へ出かけてゆけない長期入院中の子ども達にも楽しいおもちゃをと総合病院小児科

病棟へも出かけています。おもちゃや遊びに関心の乏しい子ども達と関わって子どもが

笑顔をみせてくれると嬉しくなります。笑顔をつないでくれるのがおもちゃ。皆が気軽

に参加できるよう楽しめる様、細かな約束事は作っていません。おもちゃの取り合いも

ありますが、遊びの様子をみながら危険な場面では随時声かけ等の配慮をしています。

他の子の遊びを見ているだけの子もいますが、同じ場所で自由におもちゃを選んで遊ん

だり見たりはとても大切な経験になってゆくのではと考えています。 

１歳半検診の後、専門施設をすすめられる家族の中には受診をためらわれる方もいらっ

しゃいます。保健師さん等にすすめられて、子どもと一緒におもちゃで遊ぶことで、他

の子どもとのかかわりや遊びの様子から、同一敷地内の施設で相談を希望されるご家族

くやちょっとした育児の悩みなどを話してくださったり、ご家族同士の付き合いができ

てきたり・・・ご家族にとってもゆったりとできる場になっています。 

子ども達一人一人が家族の中、地域の中で健やかに育ってゆけるようなお手伝いをおも

ちゃライブラリーにかかわっている大人一同心がけています。 

 

☆☆北区おもちゃ図書館 （北海道札幌市） 
 

 

                               写真入ります 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

                              

 

 
 
 
☆☆子育て支援センターなかよしぱぁくおもちゃ図書館 （埼玉県朝霞市） 
 
                                   

北区おもちゃ図書館に、一般の親子さんと同時に、児童ディサービスのコンチェルトさん、とらいあ

んぐる・げんきさんのお子さん達が保育士さんと一緒に通ってきています。午前、午後と約 1 時間ほど、

おもちゃに夢中になって自由に動き回り楽しく遊んで帰ります。 

皆さんとの出会いは、いじめなどで心を病む子ども達の世界を何とか変えていきたいと、北区の PTA

のお母さん達を中心にボランティア展実行委員会ができ、その心意気をもって「ボランティア展」を開

始した人たちでした。何人かの委員さん達が立ち上げた、子どもの発達を支援する「児童ディサービス」

活動の一環として、北区おもちゃ図書館を利用していただいております。 

子育て支援団体と“おもちゃ図書館”が「地域で活動している仲間としての繋がりが大切」であると感

じています。 

現在北区おもちゃ図書館でのおもちゃの宅配は、クリスチャンセンター、はこぶね保育園に月 1回行

っています。これからは少子高齢化が進むことから、高齢者介護施設にも拡大していきたいと思ってい

ます。 （代表 菅野龍夫） 

 

開設25周年記念行事で「旭山動物園」

の見学です。大勢の人達との繋がり

で活動をしています。 

障がい児放課後クラブの運営を長年にわたり行っていた

私たち（ＮＰＯ）なかよしねっとは、２０１３年１０月より

市の委託を受け、障がい児放課後クラブを併設した『子育て

支援センターおもちゃ図書館なかよしぱぁく』をスタートし

ました。一年が経ち利用登録者は５００名を越え毎日たくさ

んの親子連れでにぎわっています。多くの子育て支援拠点が

あるなかで、私たちの施設は『障がいのある子もない子も、

のびのび遊べる場所』として、派手なイベントはせず生活に

根ざした支援をすること（家庭の延長線上であること）を大

切にしていてます。『おもちゃ図書館』の活動の理解と私た

ちの大切にしていることを丁寧に伝え、法人の別事業の隣接

する障がい児放課後クラブ『なかよし』と、むかいにある地

域活動支援センター『なかよしかふぇ』の存在、その『かふ

ぇ』の利用者（障がいのある方）が、おもちゃ図書館のおも

ちゃの消毒作業をしてくれるため『ぱぁく』を利用する方た

ちにも障がい児・者が身近に感じられる場所となっていま

す。 （施設長 住田貴子） 

 
三事業合同 なつまつりの様子 

通常の開館の様子 
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   ①作り手として感じる手作りおもちゃの魅力 

②子どもにむけどんな工夫をしていますか 
 

☆☆手作り工作のおもちゃ☆☆   おもちゃ図書館はばたき（滋賀県近江八幡市） 
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①                ② 

 

 

 

 

 

 「おもちゃ図書館」はその名の通り、いろいろな「おもちゃ」を通じて楽しく遊び、交流し、育つ場とな
っています。「おもちゃ」は市販のおもちゃ、キャラクターのおもちゃ、また海外のおもちゃなど様々なも

のがあり、それぞれのおもちゃ図書館で工夫を凝らしておもちゃを選んでいます。 

 そんな中、おもちゃ図書館の大きな特徴に「手作りおもちゃ」の活動が挙げられます。障がいのある子や

小さい子にも楽しめるようにと工夫された布や木のおもちゃ、また誰でも楽しめる手作り工作のおもちゃな

ど、全国各地で「手作りおもちゃ」の活動が広がっています。 

「やってみたいけれど、どんなおもちゃがいいのかしら」 

「私たちにもできるかしら？」 

「おもちゃ作りの上で大切にしたいことはどんなことでしょうか？」 

など、実践の中からご紹介させていただきます。皆さんも手作りおもちゃに挑戦してみませんか！ 

≪おもちゃ名≫“びっくり箱”と呼んでます。 

≪作り方・実際に工夫したところ≫ 

☆材料は牛乳パックと輪ゴム☆ 

１ 牛乳パックの上の部分と底を切り取り筒状にします。 

２ 筒状になったものを 4 等分に切ります。 

３ 一つ一つに切り込みを入れ、輪ゴムをかけたら完成！ 

☆あそび方☆ 

・ゴムを伸ばすようにつぶして重ね、手を放すとゴムの力で飛び

ます。箱に入れてふたを開けたら飛び出すのも楽しい。牛乳パッ

クに色紙やシールを貼るときれいです。 

 

 

①手作りおもちゃは何より楽しんで作

るもの。子どもたちがすごく喜んでくれ

る時も、そうでない時もあるけれど、作

ってる私たちがワクワクドキドキしな

がら作ります。 

 

②操作が簡単なこと。簡単な操作をすることで、変化が見え

るように工夫します。子どもたちが「あれっ？今のなに？」

って思ってくれたら大成功！たとえばこの“びっくり箱”。

手を放すとか箱のふたを開けるだけで飛びだしてくる、それ

もいっぱい。単純な変化がおもしろいと思います。 
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☆☆木のおもちゃ☆☆      おもちゃ図書館ぴっころ （愛知県名古屋市） 
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☆☆布のおもちゃ☆☆      よこはま布えほんぐるーぷ（神奈川県横浜市） 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

                    

                   

 

 

 

 

 

 

 

“手作りおもちゃがくれるもの“ 

おもちゃの始まりは、子や孫を喜ばせようと手近な材料で作り与えた物であることは世界共通で

しょう。そうした作り手と使い手が１対１の場合もそうですが、おもちゃ図書館の手作りおもちゃ

には特に、誰が手に取っても安全であるとか、どの子も一緒に遊べるようになどの「使命」があり

ます。そのために、作り手は、思いやアイディアや遊び心を惜しみなく注ぎつつも、自己満足に終

わらぬよう常に学習していく必要があります。今回ご紹介した、木と紙と布の手作りおもちゃのベ

テラン館をはじめ、各おもちゃ図書館の皆さんはそのヒントをたくさんお持ちだと思います。手作

りおもちゃは、趣味を生かして誰でも始められるボランティアであると同時に奥の深い世界である

こと、そしておもちゃ図書館の温かな空間でそれを手にして大人も子どももどんなに楽しそうな顔

をしてくれるか…、もっともっと多くの人に知って貰いたいと願っています。    

おもちゃの図書館全国連絡会事務局世話人 岸 節子

≪おもちゃ名≫キャッチボール セット 

≪作り方・実際に工夫したところ≫ 

☆ミットの工夫→全面くっつく布地を利用することで、子どもがキャ

ッチしやすく、また指を入れる縫い目を無くし手首にゴムを使用する

ことで、簡単に手にはめることができるようになりました。 

☆ボールの工夫→くっつきやすいようにテープの数を増やし、ボール

をつかめない子どもの為にペレットを入れた三角玉を制作しました。

テープは角が無いように丸く切りました。 

 

 

 

①遊ぶ子ども達の笑顔を思い浮かべ、このおもちゃはどう

遊んでくれるのかなと想像しながら心を込めて私たちは

制作しています。 

布独特の感触、温かみ・優しさを感じることができ、遊び

方の幅も広く、子どもの創造性を豊かにします。色々な障

害に対応でき、必要な人に必要な時に提供できると思って

います。 

 

②丈夫・安全・シンプル・ソフト・驚き 

具体的には針目は深く、ほつれないようしっか

り縫い付け留める。 

小さな部品は使用せず、角は丸く処理する。

布・フエルト等柔らかい素材を使用し、遊びを

広げるためシンプル＋しかけを取り入れる。 

               

≪おもちゃ名≫ 

①大型スロープ ②木の魚つり 

③おすとでる（自販機） 

≪作り方・実際に工夫したところ≫ 

①の工夫→スロープ用の車は縦連式。下部に転倒

防止を取り付ける。 

②の工夫→釣ったときのバランスを工夫。魚は車

輪をつけ単体で車としても遊ぶことができる。 

②の工夫→ボタンのタッチを軽くした。部品に巻

いた絵柄は交換可能とする。 

 

 

①もの」を作るということはとても楽しいことで

す。おもちゃを手にして遊ぶ子どもたちの笑顔。

自分たちが作った木のおもちゃが、子どもたちに

楽しい発見と感動を与えることが出来たら、作り

手として、大変魅力のある活動だと思っています。 

 

②安全性面に配慮。子どもたちが安心して楽しく遊べ

るように、ひとつひとつが子どもの「目線」で丁寧に

作っています。また、知育玩具のように、限定的な機

能や観点で作るのでなく、子どもの自由な意志で遊び

を発展させることの出来る、シンプルなデザインを心

掛けています。 
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平成 26 年度 一般財団法人こども未来財団子育て支援者向け研修事業 

 主催：一般財団法人こども未来財団・おもちゃの図書館全国連絡会 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

                      韓国Ｓｅｏｕｌ市グロ区テクノマートビル 

 

 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この日は、北国札幌も猛暑、集合される各地区の皆さん

の熱気とともに開会です。今年は講座１・２・３と、学ぶ

姿勢はおおいに緊張気味です。その中で改めて活動に対し

て、総点検と同時に再確認の各講座でありました。原点に

立ち返って「今までは・これからは」と、さまざまその活

動を考えながら、おもちゃ図書館のあり方を見つめ・描き、

より一層たくさんの親子の心豊かな、笑顔の輪が大きく広

がり、次世代につなげてと願いながらの貴重な時間でした。 

「支えあう、温かい共同社会 ボランティアなしには考

えられない」という講師の先生の言葉に、おもちゃ図書館

はボランティアによる運営の年月に意義深さを今まで以上

に感じ取りました。これからも益々地域に愛されるおもち

ゃ図書館を願いながら・・の研修会でした。 

西区おもちゃ図書館たんぽぽの会 代表 藤田和子 

 

日時：平成２６年８月３日（日）１０時～１５時１５分       ≪参加者 102名≫ 

会場：札幌市総合福祉センター 

 

   講座Ⅰ： おもちゃ図書館の意義と歴史   講師：おもちゃの図書館全国連絡会 世話人代表 小泉康代氏 

   講座Ⅱ： ボランティア論             講師：北海道社会福祉協議会 副会長  忍博次氏 

   講座Ⅲ： 障害のある子の遊びとおもちゃ  講師：東洋大学ライフデザイン学科 教授 繁成剛氏 

 

 
   

 

講座Ⅲ  講師：繁成剛氏  

講座Ⅱ 講師：忍博次氏 

2014 年 8 月 18 日～22 日。韓国ソウルでの国際会議に

は、20 カ国の人が集りました。世界各地の代表が基調講

演を実施し、分科会が 2日に分けて実施されました。20

日（水）のスタデイツアーは 4コースに分かれ実施。新

居浜市おもちゃ図書館きしゃぽっぽの松山さんのワーク

ショップも、日本からの参加者 8 名が協力し楽しくでき

ました。高村のワークショップは、時間が短く、紙のお

もちゃ作りは十分に伝えることが困難でした。 

 また当日の会場が結婚式場で、バージンロード上での発表となり少し戸惑いましたが、60 セット用意

した材料は全てはけました。ポスターセッションは説明時間が設定されていなかったのは残念でした。大

会の閉会式後、ソウル市内のグロトイライブラリー見学、こどもフェアでの手作り遊具は素晴らしかった

です。                    （おもちゃの図書館全国連絡会 副代表 高村豊） 
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全国のおもちゃ図書館の皆さまから、おすすめおもちゃ、お気に入りのおもちゃを紹介し

ていただくこのコーナー。今年度は、世話人の皆さんの自己紹介も兼ねて「私のお気に入

りおもちゃ」を紹介していただきます。 

        

おもちゃ名： おままごと 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

 

                            

                               

 

 

 

 

 

 

         

 

                             

 

 

 

ラブラブビームで最高！ 

福山おもちゃ図書館（広島県）  

   中国四国地方世話人   朝川修子 

 

「こんにちは」と、ドアをあけて子どもたちがやっ

てきます。近年、県や市の子育て支援政策が功を奏

してかいろんな施設が増えて、以前のような混雑は

なく、親子でゆっくり過ごせるようになりました。

そんなわけで、話題はお誕生日のケーキのことから、

クリスマスのごちそうのこと、未就園児を支援して

いる保育所、幼稚園の情報など幅広くボランティア

さんも一緒に楽しそうです。 

 人気のおもちゃはなんといっても「おままごと」

お皿とカップで「おひとつどうぞ」と手渡しの瞬間、

ラブラブビームが発射されて「ありがとう、美味し

い！」とコミュニケーション成立です。おもちゃ図

書館って最高ですね。 

おもちゃの図書館全国連絡会では、カンボジアのプノンペンにて障

がい児のディケアセンターでトイライブラリーの設立にご尽力さ

れている Mｒ．Chan Sarin(チャン・サリン氏)へおもちゃを送ら

せていただきました。今回、日本おもちゃ図書館財団 30 周年記念

の東南アジア支援事業も始まり、私はカンボジアのチャン氏を訪ね

ました。このセンターは、6歳から 32 歳まで 18 名が通って来てい

ます。スーツケースに入るだけの木製おもちゃとおもちゃショーで

いただいたダンボール箱のおもちゃを持参し、子どもたちやスタッ

フに遊び方を指導しました。腹話術人形のボンちゃんとともにモー

ビル（移動）トイライブラリー対象の障がい児の家庭訪問も 2 件実

施しました。新しいおもちゃに喰い入るように、遊ぶことができま

した。分類や整理カードなどのマニュアルも伝えることができまし

た。   （おもちゃの図書館全国連絡会 副代表 高村豊）   

 

 

訪問先のディケアセンターにて 
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新入会員のご紹介 

 ≪NO.726≫おもちゃ図書館ぐりーん☆きっず（埼玉県所沢市） 

 ≪NO.727≫おもちゃ図書館モモ（愛媛県松山市） 

 ≪NO.728≫おぐぎんざおもちゃ図書館子育て交流サロン（東京都荒川区） 

 

  

☆賛助会費をいただきました（敬称略・順不同） 

  発寒おもちゃライブラリー 稚内市おもちゃライブラリー 

府中おもちゃと遊ぶ会 松坂たかよし  昌玲寺 

☆寄付をいただきました（敬称略・順不同） 

  鎌ヶ谷おもちゃ図書館「あ・そ・ぼ」 府中おもちゃと遊ぶ会 

☆震災支援金をいただきました（敬称略・順不同） 
  山下和子 

 

 

 

 

 
 

 

＜編集後記＞ 
日ごとに秋の気配が深まる今日この頃。皆様お変わりございませんでしょうか。 

今回は「障がいがある子もない子もともに同じ地域で暮らす」というノーマライゼーションの視点から「障
がいがある子もない子も一緒に遊んでいる」館の紹介、そして「温もりのある手作りのおもちゃ」の紹介を

特集しました。参考にしていただけたら、幸いです。次回は「新入会の皆さまのご紹介」の予定です。また、
皆様からご意見や情報などがございましたら是非事務局あてにお知らせください。お待ちしております。 
                           （安達、中嶋、篠原、岸、園山、藤井、隅田） 
 

 

 

【賛助会費の口座】 

三菱東京 UFJ 銀行 築地支店 

(口座番号) １２８５４１９ 

（口座名） 

おもちゃの図書館全国連絡会 

代表 小泉康代 会費口 

 

☆「おもちゃ図書館ボランティア中国・四国地区研修会」 
   [日時] 平成２６年１１月２９日（土）１１月３０日（日）         

   [会場] 奈義町文化センター（岡山県勝田郡奈義町豊沢３２７-１） 

   [内容]  １日目：基調報告・講演・事例発表など 

       ２日目：分科会・全体会議ほか  

   [参加費] 無料 

   [主催]  一般財団法人こども未来財団・なぎおもちゃの図書館ひよこ 

   [協力]  おもちゃの図書館全国連絡会 

 

☆「TOY らいぶらりあん（ボランティアリーダー）養成講座」[初級] 

[日時] 平成 27 年１月２４日（土）１０：００～１５：１５         

   [会場] 専修学校 朋友柔道整復専門学校（東京都荒川区東日暮里６-２５-１３） 

   [内容]  講座Ⅰ：おもちゃ図書館の歴史と意義 講座Ⅱ：ボランティア論 

講座Ⅲ：障がいのある子の遊びとおもちゃ 

   [参加費] １０００円  [定員] ５０名   

     [対象]  おもちゃ図書館ボランティア・おもちゃ図書館活動に興味、関心のある方 

   [主催]  おもちゃの図書館全国連絡会 

 

   
現在東京都に申請中です 

 

 

    

  

  

 

     

インフォメーション 

参加者募集中 

【相談員よりお知らせ】 
 助成金、新規立ち上げ、研修・・など 
 なんでもどうぞ！ 

相談日：毎週木曜日 

時 間：午後１時～５時 

相談員：松原ミチ・岸節子 

TEL:０３-６８０７-８８１３ 

NPO 法人化について 


